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１．研究計画の概要 
本研究の目的は、「黒人」と呼ばれる人間集
団に固有の運動能力があるとする想定を、科
学的根拠が存在しないにもかかわらず一つ
の言説として広く受け入れられていること
を根拠に「神話」あるいは「ステレオタイプ」
として規定し、この神話／ステレオタイプが
出現し、伝播してきた経路を解明し、「黒人
身体能力神話／ステレオタイプの浸透」＝
「歴史的、文化的に構築された現象」に生得
的、遺伝的根拠があるとする想定を批判的に
再検討することである。この目標を達成する
ために 2 つの立場を設定する。その第 1 は、
「神話／ステレオタイプ」の浸透を国際的な
広がりをもつ現象として捉え、その起源と形
成・普及の過程をグローバルな視点から、と
りわけスポーツ大国として、これまで多くの
「黒人」アスリートを産出してきたアメリカ
合衆国（以下アメリカ）の占める役割と位置
に注意を払いつつ、明らかにしようとするも
のである。第 2は、「神話／ステレオタイプ」
の浸透におけるすぐれて日本的な、つまりに
グローバルな水準に照らすと日本において
きわめて無批判に「神話／ステレオタイプ」
が受容される状況に注目する立場である。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）黒人身体能力神話／ステレオタイプ言
説・戦略の発信拠点として合衆国内の 4つを
選定し、それらの組織との接触をはかり、具
体的な人脈構築や情報入手を実施した 
（２）「黒人身体能力神話／ステレオタイプ」
を分析するために、次の 2つの立場を措定し
た。第 1 は、神話／ステレオタイプの浸透を
国際的な広がりをもつ現象として捉え、その

起源と形成・普及の過程をグローバルな視点
から解明しようとする立場である。この時、
スポーツ大国として、これまで多くの黒人ア
スリートを産出してきたアメリカ合衆国の
占める役割と位置は重要である。特に 1930
年代に注目する。第 2は、神話の浸透におけ
るすぐれて日本的な状況に注目する立場で
ある。 
（３）日米の比較的な枠組において、アンケ
ートとインタビューに基づく質的調査によ
って、現在を生きるインフォーマントのライ
フヒストリーをたどりつつ、一人ひとりが積
み重ねてきた経験のデータから、神話に対す
るポジションの固有性が生まれる原因を明
らかにしようするこれまでのアプローチに
加え、新しい角度からのアプローチとして、
明治以降の近現代の日本史をさかのぼり、身
体能力において「黒人」を頂点とする「人種」
的序列（あるいは「人種」的ヒエラルヒー）
の意識や思考が構築される時期・時代とその
環境に分析の眼を向けた。近現代という歴史
的文脈に立ち入ることによって、「神話」の
形成過程を段階的あるいはより立体的に炙
り出すためである。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
1 年目の調査を通じて具体的な目標と方法論
を設定し、2年目でそのための調査を継続し、
3 年目にさらに分析を深めるために第三のア
プローチ、すなわち歴史学的視点と方法論を
導入した。毎年の試行錯誤を通じて調整や修
正を施してきたものの、当初の目的に向かっ
ておおむね順調に進展しているといえる。 
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４．今後の研究の推進方策 
（１）書籍を出版することによってこれまで
の研究成果を発表する。その内容は上にいう
第 1の立場にたったもの、すなわち、アメリ
カ合衆国における「神話」の形成過程を歴史
学的に分析するものとなる予定である。 
（２）本学図書館および千駄ヶ谷のスポーツ
図書館の資料を活用して、歴史学的な調査を
継続する。 
（３）来年度は武蔵大学において特別研究年
に該当するため、そのための準備を進める。
これまでコンタクトとして交流してきた研
究者、および昨年度あらたに交流の機会をも
ったカリフォルニア大学バークレイ校のマ
イケル・オーミ教授と情報交換を重ね、客員
研究員として同地に赴くための準備を進め
る。 
（４）ホームページに、適宜調査の進捗を報
告、公開することによって、研究の成果の広
報活動を継続する 
 
５. 代表的な研究成果 
〔雑誌論文〕（計 7 件） 
1. 川島浩平「『黒人身体能力神話』浸透度の
文化的格差をさぐる―概念規定と方法論を
中心に―」『武蔵大学人文学会雑誌』査読無
第 40 巻 2009 年 1-29 
2. 川島浩平「黒い肌の『異人種』との遭遇
―『黒人身体能力神話』浸透度の文化的格差
をさぐるための序論的考察として―」『武蔵
大学総合研究所紀要』査読無第 18 号 2009 年
1-21 
3. 川島浩平「『黒人身体能力神話』の受容―
『人種』／『黒人』という言葉・概念との遭
遇とその習得を中心に―」京都大学人文科学
研究所『人文学報』査読有 第 100号 2011年
（頁番号未定） 
他 4件 
 
〔学会発表〕（計 15 件） 
1. 川 島 浩 平 Representing ‘Black 
Athletes’ in Contemporary Sport Cinema 
国際スポーツ社会学会（ISSA）2008 年 7 月
27 日 京都大学 
2. 川島浩平 The Globalization of American 
Sports Culture and the Myth of Black 
Athleticism 韓国アメリカ学会（ASAK）2008
年 10 月 24 日ソウル国立大学 
3. 川島浩平 Japanese Perspectives on the 
Myth of ‘Black’ (African American) 
Athleticism 北米スポーツ社会学会（NASSS）
2008 年 11 月 06 日米国デンバー市 
4. 川島浩平 黒人アスリート表象の再構築
―近年の『氏対育ち』論争再燃の中で― 京
都大学国際シンポジウム 2008 年 12 月 05 日 
京都大学 
5. 川島浩平『神話』以前の『半神（デミゴ

ッド）』たち―1910～20 年代におけるフリッ
ツ・ポラードとポール・ロブスン― 日本ス
ポーツ人類学会 2009 年 3月 30 日早稲田大学 
6. 川島浩平 Searching the 1920s for Early 
Manifestations of a Myth: Fritz Pollard, 
Paul Robeson, and ‘ Natural ’  Black 
Athleticism 北米スポーツ史学会（NASSH）年
次大会 2009 年 5 月 23 日  米国ノースカ
ロライナ州アッシュヴィル 
7. 川 島 浩 平 Experiences of College 
Students and the Formation of Racial 
Discourses in Japan ミズーリ大学カンザス
シティ校歴史学部招待講演 2009 年 9 月 9 日
米国ミズーリ州カンザスシティ 
8. 川島浩平 Looking at ‘Superior’ Black 
Athletes during the Era of White Supremacy 
in Search of the Origin of a Myth ジョー
ジア州立大学歴史学部招待講演 2009年
9 月 11 日 米国ジョージア州アトランタ 
9. 川島浩平 An Old Myth in the New Age? 
Representations of Athletic Talent/ 
Performance and Transformations of 
Ethnic/Racial Discourses in the Era of 
Global Sports (Part 1)北米スポーツ社会学
会（NASSS）年次大会 2009 年 11 月 8 日カナ
ダオンタリオ州オタワ 
10.川島浩平アメリカ合衆国における「黒人
身体能力」神話とその起源―中国、日本との
比較文化論の可能性を求めて―中国清華大
学アジアスポーツ人類学会 2009 年 11 月 22
日 中国北京市 
11.川島浩平 An Old Myth in the New Age? 
Transformation of Ethnic/Racial 
Discourses and Representations of 
Athletic Talent and Performance in the Era 
of Global Sports (Part 2)「スポーツと社
会」国際学会 2010 年 3 月 9 日カナダブリテ
ィッシュコロンビア州バンクーヴァー 
12.川島浩平「黒人身体能力」神話の歴史性
の検証―水泳、陸上競技、アメリカンスポー
ツを事例に―日本スポーツ人類学会年次大
会 2010 年 3 月 29 日 沖縄県名護市名桜大学 
13. 川 島 浩 平 Nationalism, American 
Identity, and the Emergence of the Myth of 
Black Athleticism during the 1930s 北米ス
ポーツ史学会（North American Society for 
Sport History） 2010 年 5 月 29 日 米国フ
ロリダ州オーランド 
他 2件 
 
〔図書〕（計 1件） 
1. 川島浩平 岩波書店 竹沢泰子編『人種
の表象と社会的リアリティ』2009 年 290-314 
 
〔その他〕ホームページ 
http://kyodo.zinbun.kyoto-u.ac.jp/~race
/http://racism-sport.com/ 


